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アクセスバス利用者の２次交通手段別割合

新幹線,
722, 28%

在来線,
761, 29%

高速バス,
136, 5%

タクシー,
131, 5%

自家用車,
88, 3%

その他,
519, 20%

路線バス,
267, 10%

イグレスバス利用者の目的地別割合

新潟市外,
3, 3.6%

新潟県外,
68, 81.9%

新潟市内,
12, 14.5%

２次イグレス交通手段別割合

その他, 9,
9.5%

路線バス,
2, 2.1%

在来線, 8,
8.4% 新幹線,

72, 75.8%

高速バス,
4, 4.2%

アクセスバス利用者の出発地別割合

新潟市内,
5, 3.9%

新潟県外,
112, 87.5%

新潟市外,
11, 8.6%

２次アクセス交通手段割合

新幹線,
103, 81.1%

その他, 4,
3.1%

高速バス,
15, 11.8%

在来線, 5,
3.9%

イグレスバス利用者の２次交通手段別割合

新幹線,
584, 23%

在来線,
643, 24%

路線バス,
372, 14%

その他,
533, 21%

自家用車,
70, 3%

タクシー,
241, 9%

高速バス,
144, 6%

 
 

短期的取組について 
＜空港バス新潟駅南口発着について＞ 

 
 
１．新潟駅万代口と南口の周辺状況 

○人口  ：新潟駅を中心とした徒歩圏域(１km と想定)の人口は、南口側の方 
が３割程度（約３千６百人）多い。 

○宿泊施設：新潟駅周辺の宿泊施設の数と客室数を比較すると、南口エリアの 
割合は２０％弱である。 

○バス路線：新潟市中心部・主要発着場所における始発便のバス路線の数は、 
南口発が約９％、新潟駅前(万代口バスターミナル及び東大通沿) 
発が約３８％。 
運行本数は、南口発が約１１％、新潟駅前発が５１％。 
その他、万代シティバスセンター、新潟市役所、古町発があり、 
万代方面の合計が約８９％。 

 
２．空港バスの利用状況 [空港バス運行頻度アップ社会実験アンケート調査結果(H19)より] 

〇空港バス利用者の約半分は鉄道との乗継 [実験前、第１段階、第２段階調査結果] 
    
             
 
 
 
 
 

 
 
〇新潟空港の特色ある路線（ﾊﾊﾞﾛﾌｽｸ、ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ、ﾊﾙﾋﾞﾝ）の利用者は、首都 
圏など県外からの新幹線利用が多い。[第２段階調査結果]              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料１ 



 2 

３．空港バス万代口発着と南口発着の比較 

（１）乗継の移動距離（新潟国体開催時点） 
   ○新幹線 ：南口の方がアクセスで７０ｍ、イグレスで１１０ｍ短い。 
   ○在来線 ：ホームによって違いがあるが、平均するとアクセスの乗継では南口 

の方が５３ｍ程度短く、イグレスの乗継では万代口の方が１７ｍ程 
度短い。 

   ○高速バス：万代口の方がアクセスで１９０ｍ、イグレスで２６０ｍ短い。 
（H19.10 月現在の乗降場所による） 

（２）待合環境と乗降環境 
   ○待合環境：万代口は、屋根のある空間が狭く、悪天候時に支障がある。 
         南口は、ペデストリアンデッキの整備により、雨に乗れずにバスを 

待つことができる。 
○乗降環境：万代口は、乗車の際にバスに挟まれた狭い通路を通って乗車しなけ 

ればならない。 
また、屋根のない環境で乗降しなければならない。 

         南口は、連立事業で整備されるバスターミナルから、安全・快適に 
乗降できる。 

 
４．南口発着の空港バス路線の必要性 

 ◎空港アクセス改善の短期的取組（H18 新潟空港アクセス改善検討委員会報告書抜粋） 

平成２０（２００８）年までの可能な限り早い時期にアクセス改善を実施 
し、新潟国体開催（２００９年）による空港利用者の増加の機会を好機として 
捉え、十分に活かす。 
 
◎南口発着空港バス開設のメリット 
 新潟国体開催による空港利用者増加の機会を捉えた早期の改善が図れる 
○ 南口は、連続立体交差事業に伴うペデストリアンデッキやバスターミナ 
ルを含めた広場整備により、新潟国体までに新潟の玄関口に相応しい良好 
な待合・乗降環境が実現される。       【新潟のイメージアップ】  

   広域からの空港利用者の早期の利便性向上が図れる 
〇 空港バス利用者の約半分を占める県内・外の広域からの鉄道乗継利用者 
の早期の利便性向上により、空港利用圏域、空港利用者数の拡大が期待さ 
れる。                  【新潟空港の拠点機能向上】  
 
※ 万代口は新潟駅高架化完成予定の 2015 年(H27)以降に広場整備が予定さ 
れており、国体までに整備を行った場合、二重投資の問題が生ずる。 
 このため、今後１０年程度の間、万代口では、新潟の顔として全国レベ 
ルのサービス水準の実現は困難。 
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短期的取組について 

＜運行形態（運行頻度・ダイヤ設定）について＞ 
 

空港バス運行頻度アップ社会実験（第２段階：終日20 分間隔）利用状況調査 

１ 調査時期 
  H19.10.12(金)～10.15(月)（４日間） 
  （参考）事前調査 H19.7.6(金)～9(月),第 1 段階 8.17(金)～20(月)。各 4 日間 

２ 調査方法 
  アンケート調査（前回までと同じ:空港バス利用者乗車時に調査表を配付、降車時に回収） 

 （回答件数）アクセス(駅発)1,172 件(77.8%) / イグレス(空港発)1,175 件(79.2%)  

３ 調査結果 
（１）空港バス利用者数等 
・ 終日頻度アップの第２段階でも、実験前に比べ、アクセス(2.0%、409 人増)、
イグレス(0.7%、552 人増)とも、バス利用率、利用者数とも増加した。 
○空港バス利用数等（H19.7.6～7.9、8.17～8.20、10.12～10.15。各４日間） 

１ アクセスバス 
（新潟駅発→空港行） 

２ イグレスバス 
（空港発→新潟駅行） 

 

事前調査 第１段階 第２段階 事前調査 第１段階 第２段階 

新潟空港利用者数 
(人) 

7,096 
(新潟空港発) 

7,507 
(同左) 

7,505 
(同左) 

7,251 
(新潟空港着) 

7,501 
(同左) 

7,803 
(同左) 

うち空港バス利用
者数(推計) (人) 

1,100 1,123 1,311 1,230 1,591 1,382 

バス利用率 
(機関分担率) 

15.5％ 15.0％ 17.5% 17.0％ 21.2％ 17.7% 

＊「新潟空港利用者数」: 航空会社提供データによる 
＊「空港バス利用者数」: バス利用者のうち、航空便利用者の数（空港ビル関係者など航空

便利用者でない者は除く(アンケート回答からの推計値） 

（２）乗継に対する利用者意見 
・ 第２段階では、更に乗継に関する不満意見は減少し、運行頻度アップの効果
が現れている。 
 <対事前調査時> 
「待ち時間」に対する不満は、アクセスで△ 8.1％、イグレスで△11.9％ 
「運行本数」に対する不満は、アクセスで△15.9％、イグレスで△12.9％ 

○乗継についてのバス利用者意見 
１ アクセスバス 
（新潟駅発→空港行） 

２ イグレスバス 
（空港発→新潟駅行） 

 

事前調査 第 1 段階 第２段階 事前調査 第１段階 第２段階 

アンケート回答数(件) 
（回答率）  

1,063 
(82.8％) 

492 
(70.7％) 

1,172 
(77.8%) 

1,092 
(83.0％) 

401 
(67.4％) 

1,175 
(79.2%) 

待ち時間 ｢長い｣｢やや長い｣ 17.1％ 11.2％ 9.0% 26.3％ 17.5％ 14.4% 
｢不満｣｢やや不満｣ 30.3％ 15.3％ 14.4% 31.5％ 23.8％ 18.6% 

運行本数 
｢満足｣｢やや満足｣ 20.4％ 37.6％ 35.2% 13.3％ 21.1％ 23.1% 

自由意見中､ 
乗継への否定的意見 

38 件 8件 23件 49件 9件 30件 

＊「アンケート回答数」：｢事前調査｣「第２段階」では、終日全便を対象にアンケート実施 

｢第１段階｣では、頻度アップ時間帯(午前)のみ実施。 

資料２ 
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（３）空港バス利用者の乗継の特徴 
ア アクセスバス利用者 
国内線・国際線とも、同じ航空便利用者でも利用するバスの出発時間帯は分散
している。 

  イ イグレスバス利用者 
国内線・国際線とも、航空便の到着時刻がダイヤとずれる場合があり、利用す
るバスが日によって異なる。 
国際線では、同じ航空便利用者でも入国手続等に要する時間に開きがあり、利
用するバスの出発時間帯は分散している。 

（４）運行に関する利用者の優先度 
  空港バスの運行に関して最も優先すること 
(「運行頻度」「ﾄﾗﾝｸﾙｰﾑ」「必ず座れること」の３項目の中の最優先事項) 
 運行頻度 ﾄﾗﾝｸﾙｰﾑの有無 必ず座れる 

アクセスバス 45.9% 11.2% 43.0% 

イグレスバス 42.4% 9.6% 48.0% 

  ア アクセスバス 
 空港到着時刻が重視されているため、運行頻度の優先度が高い。 
 また、鉄道から乗継ぎ、既に長い移動を経ている利用者が多いことから、必ず
座れることの優先度も高い。 

  イ イグレスバス 
既に長時間の移動を経ており、必ず座れることの優先度が高い。 
また、運行頻度の優先度も高く、目的地へ早く向かうため、スムーズな乗継を
重視している。 
 

４ 運行頻度・ダイヤ設定について（利便性の観点からの中間評価） 
以下の観点から、現行の終日 20 分間隔の運行が望ましい。 
①空港バスの利用者数、機関分担率の上昇 
  ②乗継についての利便性向上 
待ち時間・運行本数についての「不満」の減少、「満足」の増加 
運行頻度に対する利用者の優先度の高さ 
ア アクセスバス 
同じ航空便利用者の利用するバスが複数に跨っており、高頻度での運行が利
用者にとって乗継利便性の向上に繋がっている。 

   イ イグレスバス 
    航空便の到着時刻の変動状況、特に国際線利用者など利用するバスが複数に
跨る傾向から、現在の頻度での運行が利用者の乗継利便性向上に繋がっている。 

＜今後の進め方＞ 
   引き続き、社会実験を継続し、その効果の浸透を図るとともに、運行の事業性を
加味し、運行頻度等の考え方を整理・検討する。 
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空港バス ルート案 

ルート① ：Ｒ１１３号経由ルート L=9.1km 

ルート② ：バイパス経由ルート L=12.7km 

ルート③ ：高速道路経由ルート L=18.1km 

 

 

短期的取組について 

＜南口バスルートについて＞ 

 

 

 

１．ルート選定の考え方 

新潟駅南口発着で想定されるルート案について次の観点から整理し、総合的な評価を行

った上でルートを選定する。 

 

〇速達性及び定時性の観点（ＰＴＰＳ増設の可能性） 

         〇快適性の観点（信号交差点、右左折の数） 

〇距離（運賃設定） 

 

 

 

ルート案 

   ルート①：国道１１３経由ルート案（L=9.1km) 

         南口⇔東跨線橋⇔明石通り⇔栗の木ＢＰ⇔Ｒ１１３号⇔空港 

   ルート②：バイパス経由ルート案(L=12.7km) 

         南口⇔弁天線⇔紫鳥線⇔新潟・新新ＢＰ⇔空アス道路⇔空港 

   ルート③：高速道路経由ルート案(L=18.1km) 

         南口⇔弁天線⇔日本海東北自動車道⇔空アス道路⇔空港 

 

 

 

資料３ 
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中・長期的取組の検討状況について 
 
◎  軌道系による中・長期アクセス案（臨港貨物線活用案、在来線活用案、新幹線活用案）の
実現化のため、鉄道事業者を交えた勉強会等で検討を行ってきたが、臨港貨物線案を中
心とした現時点での技術・安全面等の課題の検討状況は、次のとおり。 
 
１ 現時点で明らかになった事項 
（１) 新潟駅在来線ホーム及び線路への空港アクセス鉄道の乗り入れ 
・  新潟駅在来線ホーム及び線路は、現在進められている新潟駅連続立体交差事業
により、現行の４面７線から３面５線にスリム化され、現行ダイヤに加えて、高
頻度の空港アクセス鉄道を新規に乗り入れることは、困難が想定されている。 
・  なお、新潟駅在来線ホームへの乗り入れダイヤ（空港アクセス鉄道として十分
な頻度の確保）の検討は、現時点で連続立体交差事業後の列車運行スケジュール
が具体化していないため困難。 

（２) ＤＭＶの新潟駅への乗り入れ 
・ ＪＲ北海道が開発中のＤＭＶについては、現段階で運行速度や頻度が高く、急
勾配や多数の分岐器がある白新線へ乗り入れることは、難しいものと想定される。 
・ 新潟駅ホームに鉄道と規格の異なるＤＭＶ専用の乗降場を設置するためには高
さの違う専用ホーム等の整備が必要であり、3面 5 線化後の新潟駅ホームに設置す
ることは困難が予想される。 
注） ＤＭＶ(ﾃﾞｭｱﾙ･ﾓｰﾄﾞ・ﾋﾞｰｸﾙ) 線路と道路の両方を走行できる新型車両 

（３) 臨港貨物線から白新線への単線乗り入れ 
・ 臨港貨物線から白新下り線への単線乗り入れは、白新下り線の逆線運転区間が
長くなることなどにより、白新線の運行への影響が大きいためピーク時間帯は難
しいものと考えられる。 

    ※（１）～（３）の検討結果を踏まえて、臨港貨物線の新潟駅への接続のいくつ
かの代替案を用意して検討を進める。 

（参考）その他抽出された主な課題 
ア 臨港貨物線活用案 

対象箇所 主な検討課題(例) 備考 
新潟駅～臨港貨物線間
の接続 

スイッチバック接続の実現可能性 
短絡線接続に係る技術的課題等 
想定ルート上の支障物件の立地状況と対応の課題 

1(3) 

臨港踏切～空港間 想定ルート上の支障物件の立地状況と対応の課題  
貨物線 旅客使用に係る技術的、保安上の課題等  
イ 在来線活用案 

対象箇所 主な検討課題(例) 備考 
受入側線路（白新線） 白新線の線路容量 1(1)(2) 
ウ 新幹線車両基地活用案 

対象箇所 主な検討課題(例) 備考 
新幹線車両基地 車両基地活用時の新駅、バスターミナル整備等  
 ＊この他、各案共通の検討課題として需要の創出 

２ 今後の進め方 
引き続き各案について、勉強会で鉄道事業者の立場から見た技術・安全面の課題
や事業化可能性等の掘り下げ･整理を進め、次回以降の検討委員会で経過を報告する。 

資料４ 


